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TR ／ティーアールは、東京都道路整備保全公社の事業を表すブランドネームです。
この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

C o n t e n t s

2 東京Michi 百景
中野通りの桜並木

3 TR-mag.Navigation 東京を遊ぶ
Scene27　中野区を楽しもう！

6 身近でできる防災対策
7 Interview 散歩の時間

街を歩く、季節を歩く、心を歩く。 堺正章さん
9 TR-mag.Topics
道路見学ツアーを実施！
・道路下の巨大空間「環七地下調節池」見学ツアー
・学生向け!  環状二号線・再開発事業工事現場見学ツアー
・首都高速中央環状品川線工事現場見学ツアー

11 TR-mag.Topics
ガイドと歩く街路樹ツアー（銀座付近に花の街路樹を訪ねて）

12 TR東京都道路整備保全公社の事業の仕組み
13 道物語・「東京・まち・今昔」⑩
変わりゆく中野駅界隈

15 大石学が行く　江戸・東京の坂①
「三百坂ストーリー」

17 TR-mag.Focus
東京ふれあいロード・プログラム
参加団体訪問 -28 ／
国際環境NPO ピース・インターナショナル・アソシエイション（世田谷区）

18 Information & News
重要文化財・勝鬨橋「学生・技術者向けツアー」＆「橋脚内見学ツアー」実施中
インフラメンテナンス及びブリッジサポーター講習会を開催
芝大門二丁目駐車場オートバイ定期契約者募集中 !
「夢のみち」事業 2012　道路標語・絵画を募集します!
TOKYOみどりの道　フォトコンテスト作品募集 !

21 クイズ・ブラッシュアップTR-mag①

22 Random Review

通勤時間帯をむかえた駅前の通りも、
駅から少し離れると人

ひと

気
け

がなく静かで
ある。時間を忘れてスケッチしている
と、ここでは時間がゆっくりと流れてい
るような気がしてきた。

榎木孝明

鹿児島県出身。武蔵野美術大学に学び、
劇団四季を経て、ＮＨＫ朝の連続テレビ小説
『ロマンス』主演でテレビデビュー。映画・
テレビ・舞台で俳優として活躍する一方、
アジアを中心に世界各地の絵を描き続ける。
最新刊『猫のくすっ』、詩画集『光 KOU』・
『風 FUU』・『空 KUU』、画文集『旅の面影』
など著書多数。全国各地で個展を開催。
公式HP http://www.offi  cetaka.co.jp

Takaaki Enoki

表紙・榎木孝明の世界

「新しい街」スケッチ場所：東京都 渋谷区 外苑西通り
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中野通りは、品川区東品川４丁目の八潮橋交差点から板橋区仲宿交差点までの東
京都道 420 号 洲大山線の通称。中野通りの哲学堂公園の近くにある野方配水
塔は、高さ約 34ｍ・径約 18ｍ・2,000ｔの水を貯水することができる円筒形の配水塔。
平成 22 年（2010）に国の有形文化財として登録され、地域のランドマークとして、
また東京の都市形成の過程を示す遺構として重要なものとなっている。

中野通りでひと際異彩を放っている野方配水塔は、
関東大震災後、東京市に隣接した町村の急激な都市化による
水の需要に応じるため昭和 4年（1929）に建てられました。

ドーム型の屋根や採光窓のデザインは、ドイツで衛生工学を学び、
淀橋浄水場をつくった「近代上水道の父」中島鋭治博士が設計したものです。

戦後のこの地区の住人のライフラインとして活躍した野方配水塔は、
その役目を終えた現在は中野区の災害用給水槽として人々を見守っています。

時代を問わず中野を見守る野方配水塔は
この街のシンボル
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皇
が
崩
御
さ
れ
、
明
治
と
い

う
時
代
を
見
送
っ
た
榮
照
法

尼
が
観
音
石
像
を
建
立
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
百
観
音

と
は
、
近
畿
一
円
の
西
国

三
十
三
観
音
、
関
東
地
方
の

坂
東
三
十
三
観
音
、
秩
父
地

方
の
秩
父
三
十
四
観
音
、
札

所
を
総
称
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
寺
の
庭
園
に
立
ち
並
ぶ
観
音
石
像
は
百
ヵ
寺

に
祀
ら
れ
て
い
る
観
音
様
を
石
に
刻
ん
だ
「
写
し

霊
場
」
で
す
。
お
参
り
す
る
と
百
観
音
札
所
全
て

を
お
参
り
す
る
の
に
等
し
い
ご
利
益
を
授
か
る
こ

と
に
な
る
と
、
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
す
。

　

新
青
梅
街
道
の
沼
袋
の
信
号
を
右
に
曲
が
り
、

し
ば
ら
く
す
る
と
左
手
に
山
﨑
記
念
・
中
野
区

立
歴
史
民
俗
資
料
館
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
山

﨑
喜
作
名
誉
都
民
の
寄
付
に
よ
っ
て
平
成
元
年

（
1
9
8
9
）に
開
設
し
ま
し
た
。
2
階
に
は
原
始

か
ら
現
代
の
中
野
の
歴
史
を
写
真
や
イ
メ
ー
ジ

画
、ジ
オ
ラ
マ
な
ど
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

武
蔵
野
の
台
地
の
西
端
に
位
置
す
る
中
野
は
江

戸
時
代
に
は
物
資
の
流
通
経
路
の
役
割
を
担
い
、

江
戸
市
民
の
台
所
を
賄
う
穀
物
、
野
菜
の
供
給
地

と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
明
治
22
年（
1
8
8
9
）

に
施
行
さ
れ
た
町
村
制
に
よ
り
中
野
村
と
野
方
村

が
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
年
に
新
宿
・
立
川

間
に
現
在
の
J
R
中
央
線
の
前
身
と
な
る
甲
武
鉄

道
が
開
通
し
、
軍
施
設
や
公
的
施
設
が
沿
線
に
つ

く
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
青
梅
街
道
沿
い
と
は
別

な
新
し
い
町
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
30
年

（
1
8
9
7
）に
中
野
村
か
ら
中
野
町
に
な
り
、
交

通
機
関
の
整
備
に
伴
い
宅
地
化
が
進
み
、
都
心
か

ら
の
転
居
者
で
人
口
が
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

特
に
大
正
12
年（
1
9
2
3
）の
関
東
大
震
災
以
降

は
浅
草
か
ら
新
井
薬
師
周
辺
へ
寺
院
の
引
越
し
が

始
ま
り
、
小
京
都
の
よ
う
な
佇
ま
い
と
な
り
ま
し

た
。
中
野
区
は
昭
和
7
年（
1
9
3
2
）に
中
野
町

と
野
方
町
が
合
併
し
て
誕
生
。

　

今
回
は
、
歴
史
あ
る
寺
社
が
点
在
す
る
新
井
薬

師
界
隈
を
散
策
し
ま
す
。

　

そ
の
前
に
、
中
野
区
役
所
横
の
中
野
犬
屋
敷

跡
へ
。
こ
こ
は
徳
川
5
代
将
軍
・
綱
吉
の「
生
類

憐
れ
み
の
令
」に
よ
っ
て
犬
を
保
護
す
る
た
め
に

つ
く
っ
た
、
お
囲
い
御
用
屋
敷
跡
で
す
。
中
野
区

役
所
の
あ
る
中
野
４
丁
目
一
帯
の
旧
名
は「
囲
町
」

で
、
犬
囲
い
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。

　

桜
並
木
の
続
く
中
野
通
り
の
桜
を
楽
し
み
な
が

ら
、
5
分
ほ
ど
行
く
と
早
稲
田
通
り
に
出
ま
す
。

北
へ
向
か
う
路
地
に
入
る
と
中
野
と
新
井
薬
師
方

面
を
結
ぶ
薬
師
あ
い
ロ
ー
ド
商
店
街
。
中
野
駅
前

の
喧
噪
は
薄
れ
、
の
ん
び
り
と
し
た
雰
囲
気
の
道

は
新
井
薬
師
梅
照
院
へ
と
続
き
ま
す
。
新
井
薬
師

界
隈
は
、か
つ
て
は「
東
の
浅
草
、西
の
新
井
薬
師
」

と
言
わ
れ
、
門
前
町
は
と
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

新
井
薬
師
梅
照
院
の
ご
本
尊
は
薬
師
如
来
と
如

意
輪
観
音
の
二
仏
一
体
の
黄
金
仏
。
新
田
家
の
守

護
仏
で
弘
法
大
師
の
作
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
鎌

倉
時
代
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
の
戦
乱
で
消
失

し
、
そ
の
後
、
天
正
14
年（
1
5
8
6
）に
ご
尊
像

が
発
見
さ
れ
、
こ
の
ご
尊
像
を
安
置
す
る
た
め
に

行
春
と
い
う
僧
が
新
た
に
お
堂
を
建
立
し
た
の
が

始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。
眼
病
を
患
っ
た
徳
川
2

代
将
軍
秀
忠
の
娘
・
和
子（
東
福
門
院
）が
祈
願
し

て
、
快
癒
し
た
こ
と
か
ら
評
判
と
な
り
、
天
和
3

年（
1
6
8
3
）に
は
当
時
の
住
職
玄
鏡
和
尚
が
薬

師
如
来
の
霊
示
に
従
っ
て
製
薬
し
難
病
人
を
救
っ

て
以
来
、
ご
本
尊
は
厄
除
け
薬
師
、
子
育
て
薬
師
、

治
眼
薬
師
と
呼
ば
れ
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
は
薬

師
様
と
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
山
門
の
手
前
左
に

は
皇
太
子
妃
・
雅
子
様
ご
成
婚
記
念
の
桜
の
新
品

種
・「
プ
リ
ン
セ
ス
雅
」が
、
愛
子
様
の
誕
生
を
慶

祝
し
て
植
樹
さ
れ
、
華
や
か
な
彩
り
を
添
え
て
い

ま
す
。
ま
た
境
内
の
白
龍
権
現
水
を
汲
み
に
訪
れ

る
人
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

す
ぐ
近
く
の
中
野
通
り
に
面
し
て
、
新
井
北
野

神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は「
東こ

風ち

吹
か
ば　

に

ほ
い
お
こ
せ
よ　

梅
の
花　

主
な
し
と
て　

春
を

忘
る
な
」と
詠
ん
だ
学
問
の
神
様
・
菅
原
道
真
公

　

平
和
公
園
通
り
か
ら
沼
袋
エ
リ
ア
へ
向
か
い
ま

す
。
西
武
新
宿
線
・
沼
袋
駅
北
口
の
す
ぐ
近
く
に

「
中
野
の
逸
品
グ
ラ
ン
プ
リ
」の
お
み
や
げ
部
門
で

2
0
1
1
年
、
2
0
1
2
年
の
2
年
連
続
第
1

位
に
輝
い
た
ア
ビ
ニ
ヨ
ン
が
あ
り
ま
す
。
線
路
を

渡
り
中
野
沼
袋
郵
便
局
の
あ
る
十
字
路
を
右
に
曲

が
る
と
真
正
面
に
一
の
湯
が
あ
り
、
左
の
道
沿
い

の
小
さ
な
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
が
ア
ビ
ニ
ヨ
ン
で
す
。

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
作
ら
れ
た
自
慢
の
お
菓
子
た

ち
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

平
和
公
園
通
り
に
出
て
新
青
梅
街
道
に
向
か
う

途
中
、
二
本
目
の
十
字
路
を
右
に
曲
が
る
と
な
だ

ら
か
な
坂
道
が
続
き
、
突
き
当
た
り
を
左
に
入
る

と
右
手
に
百
観
音
明
治
寺
が
あ
り
ま
す
。
明
治
天

を
祀
っ
た
天
神
様
。鳥
居
を
く
ぐ
る
と
境
内
に「
撫

で
牛
」が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
名
前
や
重
さ
の
き

ざ
ま
れ
た
十
数
個
の「
力
石
」も
あ
り
、
昔
は
神
事

や
通
過
儀
礼
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
祭
り
の
日
に
若

者
た
ち
が
こ
の
石
を
持
ち
上
げ
て
競
い
合
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
野
通
り
の
新
井
五
差
路
を
右
に
曲
が
り
１
つ

目
の
住
宅
街
の
道
を
真
っ
直
ぐ
に
進
む
と
、
つ
き

あ
た
り
の
右
手
に
新
井
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
平

和
公
園
通
り
を
隔
て
た
正
面
に
法
務
省
矯
正
研
修

所
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
昭
和
58
年（
1
9
8
3
）

ま
で
旧
中
野
刑
務
所（
豊
多
摩
監
獄
）が
あ
り
、
昭

和
20
年（
1
9
4
5
）に「
治
安
維
持
法
」が
廃
止
さ

れ
る
ま
で
は
大
杉
栄
や
小
林
多
喜
二
、
中
野
重
治

な
ど
の
思
想
犯
や
政
治
犯
が
収
容
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
若
き
天
才
建
築
家
と
言
わ
れ
た
司
法
技
師
・

後
藤
慶
二
が
設
計
し
大
正
4
年（
1
9
1
5
）に
完

成
し
た
旧
中
野
刑
務
所
は
、
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
廃
止
さ
れ
、
そ
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。
敷
地

内
に
は
、赤
レ
ン
ガ
造
り
の
正
門
だ
け
が
残
さ
れ
、

大
正
時
代
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

隣
接
す
る
平
和
の
森
公
園
は
昭
和
60
年（
1
9
8
5
）

に
開
園
し
ま
し
た
。
中
野
区
内
で
も
大
き
な
も
の

で
、
災
害
時
の
避
難
場
所
や
活
動
拠
点
と
し
て
活

用
さ
れ
る
防
災
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。
園
内
に

は
工
事
の
過
程
で
発
見
さ
れ
た
弥
生
時
代
の
住
居

跡
が
復
元
さ
れ
て
い
る
他
、
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
広

場
、
水
の
広
場
、
芝
生
広
場
、
ト
リ
ム
の
広
場
、

児
童
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
芝
生
広
場
の
回
り

は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
園
内
は
近
隣
の
幼
稚
園
や
小
学
校
の
社
会
科

見
学
、
お
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま

す
。

江
戸
へ
の
物
資
流
通
経
路
を
担
っ
た
中
野

「
東
の
浅
草
、西
の
新
井
薬
師
」と

言
わ
れ
た
新
井
薬
師
界
隈

平
和
の
森
公
園
は
災
害
時
の

活
動
拠
点
と
な
る
防
災
公
園

百
観
音
明
治
寺
で

全
国
の
百
観
音
巡
礼
！

新宿から約 5分という立地にある中野区には、魅力あふれる散策エリアがあります。
今回は中野区政策室の野口麻衣さんと河田達彦さんに、歴史ある寺社が点在する
新井薬師エリアを紹介していただきました。パーク＆ライドや駐車場を上手に活用し
て、のんびり街の散策を楽しみましょう！

Scene27 中野区を楽しもう!

早稲田通り沿いの薬師あいロード入り口

新井薬師梅照院の山門

旧中野刑務所の正門

復元された弥生時代の住居址

法務省矯正研修
所と東京都下水
道中野処理場の
間の桜並木

「撫で牛」は良くなりたい所を撫でる
と効能があると言われています。

新井薬師梅照院の境内

新井北野神社

芝生の広場は、
気持ちがよいで～す！

2012年「中野の逸品グランプリ」
おみやげ部門で第1位となった思
い出プリン

百観音明治寺の庭園

百観音明治寺

山
﨑
記
念・中
野
区
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で

中
野
の
歴
史
を
肌
で
感
じ
よ
う
！

アビニヨン
中野区沼袋 1-37-11
営業時間：9時～20時
定休日：水曜日
問い合せ：03-3385-4336

中野通り桜まつり
中野区の中心部を走る中野通りは、
桜の季節になると哲学堂公園までピ
ンクのアーチが続きます。今年は4月６
日～８日に開催されました。メイン会場
となる新井薬師公園には、たくさんの
出店、イベント、お花見を楽しむ人たち
で賑わいました。昼間の桜もキレイで
すが、ライトアップされた夜桜も格別で
す！ 最終日のパレードも大盛況でした！
今年行けなかった方は、来年の桜まつ
りを楽しみにしてください。

山﨑記念中野区立歴史民族資料館
中野区江古田4-3-4
開館時間：9時-17時（入館は16時30分まで）
休館日：毎週月曜日、毎月第3日曜日、
　　　年末年始（12月28日-1月4日）
入館料：無料　問い合せ：03-3319-9221

2階の常設展 油の搾りかすを砕く石臼

大きなとうごに
びっくりします

野方三丁目付近に立
てられていた道しるべ

街なかの散策は
マナーに気をつけて！！
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て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
そ
の
役
目
を
終
え
、

国
の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、
東
京
の
都
市
形

成
の
過
程
を
示
す
遺
構
と
し
て
重
要
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
野
通
り
に
面
し
た
哲
学
堂
公
園
の
創
設
者
は

東
洋
大
学
の
創
立
者
・
井
上
円
了
博
士
。
明
治

37
年（
1
9
0
4
）に
開
設
し
た
哲
学
館（
現
東
洋
大

学
）を
記
念
し
、
孔
子
、
釈
迦
、
カ
ン
ト
、
ソ
ク

ラ
テ
ス
を
祀
る「
四
聖
堂
」を
建
設
し「
哲
学
堂
」と

も
称
し
た
の
が
哲
学
堂
の
名
前
の
由
来
で
す
。
哲

理
門
を
く
ぐ
る
と
六
賢
人
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
い

う
赤
い
建
物
の
六
賢
台
が
あ
り
ま
す
。
妖
怪
博
士

の
異
名
を
持
つ
井
上
博
士
の
哲
学
を
テ
ー
マ
に
し

た
個
性
あ
ふ
れ
る
公
園
に
は
、
小
さ
な
橋
や
道
の

分
軌
点
、
階
段
な
ど
に
至
る
ま
で
哲
学
に
由
来
し

た
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
を
考

え
な
が
ら
散
策
す
る
だ
け
で
も
精
神
修
養
に
な
り

そ
う
で
す
。

　

ま
た
平
成
21
年（
2
0
0
9
）に
は
、
妙
正
寺
川

の
対
岸
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
彫
刻
家
、
ワ
グ

ナ
ー
・
ナ
ン
ド
ー
ル
氏
の
作
品「
哲
学
の
庭
」が
ハ

ン
ガ
リ
ー
共
和
国
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
池
の

周
り
に
は
、
キ
リ
ス
ト
、
釈
迦
、
老
子
、
ア
ブ
ラ

ハ
ム
、
エ
ク
ナ
ト
ン
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
、
達
磨
大

師
、
ガ
ン
ジ
ー
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
、
ハ
ム
ラ

ビ
、
聖
徳
太
子
の
11
像
が
点
在
し
、
訪
れ
る
人
た

ち
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。「
哲
学
の
庭
」は
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
首
都
･
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
も
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

楽しいイベントが目白押しの中野区へGO!

※掲載データは2012年4月20日現在のものです。

花と緑の祭典2012春  
5月19日（土）・20日（日） 
園芸に関する教室や専門家による相談窓口、苗木の無料
配布など。4月1日に開園した新しい公園で、花や緑を身近に
感じてみませんか。
場所／中野四季の森公園（中野4-13）
時間／午前10時～午後4時
問い合わせ／03-3228-5554（中野区緑化推進担当）

第21回中野区伝統工芸展  
6月1日（金）～3日（日）
区内在住の伝統工芸職人などの、生活に根付いた伝統工
芸品と匠の技をご覧になれます。
場所／中野区勤労者福祉会館（中野2-13-14）
時間／午前10時～午後5時
問い合わせ／03-3228-5433（中野区にぎわい・観光担当）

中野チャンプルーフェスタ2012  
7月14日（土）・15日（日）
沖縄エイサー団体が、各商店街を練り歩きます。その他、模
擬店や催しも多数。
場所／サンプラザ前広場、中野駅北口の各商店街ほか
問い合わせ／03-3228-5591（中野区地域商業活性化担当）

◆

新
宿
と
目
と
鼻
の
先
の
中
野
に
は
、
ほ
ど
よ
い
都
会
さ
と
下
町

の
香
り
が
混
在
し
た
不
思
議
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

資
料
館
の
敷
地
に
は
道
し
る
べ
や
と
う
ご（
漬
物

用
大
樽
）、
油
の
搾
り
か
す
の
塊
を
細
か
く
す
る

の
に
使
わ
れ
た
石
臼
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
と
う
ご

は
大
根
７
千
本
ほ
ど
が
詰
め
ら
れ
る
と
い
う
大
き

さ
に
、
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。
中
野
の
歴
史
や
暮
ら
し

を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
お
勧
め
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

  

新
青
梅
街
道
か
ら
最
初
の
信
号
を
左
に
曲
が
り

江
古
田
通
り
を
北
に
向
か
っ
た
左
手
に
東
福
寺
が

あ
り
ま
す
。
ご
本
尊
は
弘
法
大
師
作
と
伝
え
ら
れ

る
一
本
彫
の
立
身
不
動
明
王
。
江
戸
時
代
に
は
３

代
将
軍
家
光
が
鷹
狩
り
の
際
に
休
息
し
、
８
代
将

軍
吉
宗
も
御
膳
所
に
指
定
し
て
お
り
、
境
内
に
は

御
膳
所
跡
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

東
福
寺
の
隣
に
は
江
古
田
氷
川
神
社
が
あ
り
ま

す
。
寛
正
元
年（
1
4
6
0
）の
創
始
と
伝
え
ら
れ

る
古
社
は
、
江
古
田
の
鎮
守
と
し
て
人
々
の
信
仰

を
集
め
て
き
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
始
ま
っ
た
病

魔
を
追
い
払
う
祈
祷
と
し
て
行
わ
れ
た
獅
子
舞
は

有
名
で
、
今
で
も
毎
年
10
月
の
第
一
日
曜
日
に
行

わ
れ
て
お
り
、
中
野
区
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

東
福
寺
と
江
古
田
氷
川
神
社
の
後
ろ
に
広
が
る

の
が
江
古
田
の
森
公
園
で
す
。
旧
国
立
療
養
所
中

野
病
院
の
跡
地
に
開
園
し
た
旧
北
江
古
田
公
園
の

名
称
と
区
域
を
変
え
、
平
成
19
年（
2
0
0
7
）に

開
園
し
ま
し
た
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩
の
コ
ー
ス

も
整
備
さ
れ
、
広
々
と
し
た
空
間
は
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

哲
学
堂
公
園
か
ら

中
野
通
り
の
新
井
小

前
を
左
に
曲
が
り
、

新
井
薬
師
前
駅
前
を

通
り
過
ぎ
た
上
高
田
3
の
住
宅
地
の
一
角
に
、
童

謡「
た
き
び
」の
歌
発
祥
の
地
が
あ
り
ま
す
。「
た

き
び
」の
歌
詞
そ
の
ま
ま
の
、

過
ぎ
去
っ
た
武
蔵
野
の
面
影

を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
曲
が

り
角
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

江
古
田
の
森
公
園
か
ら
は
バ
ス
を
利
用
し
て
蓮

華
寺
へ
。
も
ち
ろ
ん
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
は
、

ぶ
ら
り
散
歩
も
良
い
も
の
で
す
。
新
青
梅
街
道
と

中
野
通
り
が
交
わ
る
三

路
に
蓮
華
寺
が
あ
り
ま

す
。
室
町
時
代（
南
北
朝
時
代
）に
日
山
上
人
が
橘

樹
郡
星
川
村（
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
星
川
）に
開
山

し
、
そ
の
後
、
日
匡
上
人
が
こ
の
地
へ
移
転
し
、

中
興
し
ま
し
た
。
境
内
に
は
哲
学
堂
を
創
っ
た
井

上
円
了
の
墓
所
が
あ
り
、
井
桁
の
上
に
円
形
の
石

を
お
い
た
墓
石
は
中
野
区
の
文
化
財
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

蓮
華
寺
の
す
ぐ
後
ろ
に
そ
び
え
て
い
る
の
が
地

域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
・
野
方
配
水
塔
で
す
。
大
正

時
代
か
ら
山
の
手
で
は
人
口
が
急
増
し
た
た
め
荒

玉
水
道
が
敷
設
さ
れ
、
世
田
谷
区
砧
か
ら
多
摩
川

の
水
を
引
い
て
中
野
・
杉
並
・
豊
島
・
板
橋
・
練
馬
・

北
区
に
水
道
供
給
を
し
ま
し
た
。
野
方
配
水
塔
は

こ
れ
ら
の
地
域
に
配
水
す
る
た
め
に
昭
和
4
年

（
1
9
2
9
）に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
高
さ
約
34
ｍ
、

径
約
18
ｍ
の
円
筒
形
の
塔
は
約
2
，0
0
0
t
を

貯
水
す
る
こ
と
が
で
き
、
各
戸
へ
の
配
水
は
こ
の

塔
の
中
に
水
を
溜
め
て
水
圧
で
自
然
降
下
に
よ
っ

中
野
通
り
正
面
に
そ
び
え
る

地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク・野
方
配
水
塔

哲
学
の
庭
に
集
合
す
る
11
人
の
像
！

江古田の森公園

井上円了博士の墓所

「たきび」の歌発祥の地碑

東福寺 御膳所跡の碑

蓮華寺

江古田氷川神社

哲学の庭

野方配水塔

哲学堂哲理門

哲学堂公園
中野区松が丘1-34-28
開園時間：4/1～9/30：8時～18時、
　　　　 10/1～3/31：9:00～17:00
休園日：年末（12/29～12/31）
入園料：無料
問い合せ：03-3951-2515

六賢台
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昨年の東日本大震災を契機に、防災に対する意識は日に日に高まり、
今まで以上に防災対策をするようになった方も多いのではないでしょうか。このコーナーでは、
いざという時に慌てないために、日頃から心がけておきたい、防災対策についてご紹介していきます。

地震は突然発生します。地震発生を避けることはできませんが、地震による被害を減らすために一人ひとりが日頃から防災
対策に取り組むことで、自分自身や家族の安全が確保できます。まずは、ご自宅をチェックしてみてください。

身近でできる防災対策
D i s a s t e r     M e a s u r e s

自宅編

01

03

02

04

建物の耐震基準は昭和56年（1981）に大きく変更されてい
ますので、昭和56年以前の建物は耐震性が不足している可
能性があります。まずは自宅の建築年を確認してください。

地震などの強い衝撃を受けるとガラスが割れて破片が一面
に飛び散り大変危険です。こんな時のために、飛散防止フィ
ルムを使用して飛散対策をしておくと、直接破片が当たる被
害だけでなく、避難時にガラス片がささるという二次被害の
防止にもなります。本棚など固定できる物は固定し重たい本
を下に。また高い所
には割れ物や重たい
物を置かないように
することが大切です。

家具の転倒防止器具は、２
種類以上のものを組み合わ
せて使うと効果が高くなりま
す。家具と天井の間の 間
をなくすことでも同様の効果
が得られます。

地震直後は水や食料をスー
パーやコンビニで調達し辛く
なりますので、２、３日分の食
料や水、生活必需品の確保
が大切です。特別な物を揃
えるのではなく、普段使って
いる物を余分に買っておけ
ば、定期的に備蓄を更新す
ることができます。

自宅の耐震性の確認

ガラス類による
ケガの防止

家具類の転倒から
身を守る

食料や水、
生活必需品の備蓄
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―
―
小
さ
い
の
頃
の
お
話
を
伺
い
た
い
の
で
す
が
!?

堺　

僕
は
終
戦
の
翌
年
、昭
和
21
年
に
東
京
の
世
田
谷
で
生
ま

れ
ま
し
た
。6
畳
一間
に
6
人
く
ら
い
で
生
活
し
て
い
た
の
を
鮮

明
に
憶
え
て
い
ま
す
。子
ど
も
な
が
ら
、歌
だ
け
が
希
望
を
与
え

て
く
れ
て
い
る
と
思
って
い
ま
し
た
。並
木
路
子
さ
ん
の「
リ
ン
ゴ

の
唄
」、笠
置
シ
ヅ
子
さ
ん
の「
買
物
ブ
ギ
」な
ど
を
聞
い
て
い
る

と
ウ
キ
ウ
キ
と
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

3
、4
歳
の
頃
か
ら
鎌
倉
に
移
り
高
校
生
に
な
る
ま
で
過
ご

し
た
の
で
、小
さ
い
頃
と
い
う
と
世
田
谷
よ
り
も
鎌
倉
の
印
象
の

方
が
強
い
で
す
ね
。で
も
湘
南
ボ
ー
イ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

よ
。夏
の
海
は
人
が
多
く
て
大
嫌
い
で
し
た
か
ら
ね（
笑
）。秋
か

ら
冬
に
か
け
て
の
海
が
大
好
き
で
し
た
。砂
浜
で
模
型
飛
行
機

を
飛
ば
し
た
り
、犬
と一緒
に
海
岸
を
散
歩
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
ね
。

―
―
少
年
の
頃
は
、ど
ん
な
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
で
す
か
？

堺　
ニ
ー
ル・セ
ダ
カ
、ポ
ー
ル・ア
ン
カ
、パッ
ト・ブ
ー
ン
な
ど
の
ア

メ
リ
カ
ン
ポ
ッ
プ
ス
全
盛
期
が
僕
の
思
春
期
で
し
た
。姉
が
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に
行
く
の
を
見
て「
う
ら
や
ま
し
い
な
ー
」と
憧

れ
て
い
ま
し
た
。当
時
は
珍
し
か
っ
た
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
が
横
浜
に

ど
う
過
ご
す
か
が
大
切
な
ん
で
す
。そ
ん
な
時
間
の
過
ご
し
方
の

ひ
と
つ
と
し
て
、僕
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

―
―
ど
ん
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

堺　

近
所
に
1
周
が
1・2
キ
ロ
と
い
う
コ
ー
ス
が
あ
って
、4
周

か
ら
5
周
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。3
周
目
に
自
販
機
で
水

を
買
う
の
も
お
約
束
で
す
。ス
タ
イ
ル
は
ジ
ャ
ー
ジ
に
ニッ
ト
帽
を

か
ぶって
、シュー
ズ
も
コ
ン
ク
リ
ー
の
上
を
歩
く
の
で
柔
ら
か
い
も

の
を
使
って
い
ま
す
。程
よ
い
疲
れ
が
体
を
包
み
ま
す
か
ら
気
持

ち
よ
く
眠
れ
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
暖
か
く
な
る
の
で
気
持
ち
良
い

で
す
よ
。で
も
ど
う
し
て
も
や
り
た
く
な
い
日
は
、絶
対
に
や
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ
れ
で
何
日
か
し
て
や
り
た
く
な
っ

た
ら
、ま
た
は
じ
め
ま
す
。そ
れ
が
僕
の
や
り
方
で
す
。

　

人
間
に
と
っ
て
下
半
身
を
鍛
え
る
の
は
凄
く
大
切
な
こ
と
で

す
。歩
き
な
が
ら
、今
ど
の
筋
肉
を
使
って
歩
い
て
い
る
の
か
を
意

識
し
て
い
る
と
、5
〜
6
キ
ロ
と
い
う
距
離
は
ア
ッ
と
い
う
間
に
歩

い
て
し
ま
い
ま
す
。時
間
帯
は
夕
方
が
良
い
で
す
ね
。朝
、昼
は
ダ

メ
で
す
。深
夜
は
防
犯
対
策
も
考
え
て
、午
後
6
時
く
ら
い
が一

番
良
い
で
す
ね
。そ
の
時
間
は
頭
も
ク
リ
ア
に
な
って
い
る
の
で
、

自
分
の
人
生
を
考
え
た
り
、明
日
の
仕
事
を
考
え
ら
れ
る
の
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
お
ス
ス
メ
で
す
。そ
れ
に
季
節
に
よ
って
空
気
が

変
わ
る
の
も
楽
し
い
で
す
よ
。季
節
の
移
り
か
わ
り
や
環
境
の
変

化
を
感
じ
ら
れ
る
の
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
武
器
で
す
か
ら
ね
。

あ
って
、小
学
校
1
年
生
の
夏
休
み
に
車
で
東
京
の
撮
影
所
に
行

く
父
と一緒
に
寄
って
コ
カ・コ
ー
ラ
を
初
め
て
飲
み
ま
し
た
。窓
に

テ
ー
ブ
ル
を
は
め
て
そ
こ
に
注
文
し
た
も
の
を
置
い
て
く
れ
る
ん

で
す
が
、父
と「
こ
れ
は
凄
い
ね
！
」な
ん
て
話
し
た
想
い
出
が
あ

り
ま
す
。

　

15
歳
く
ら
い
か
ら
音
楽
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て
、16
歳
の

時
に
ス
パ
イ
ダ
ー
ス
に
入
り
ま
し
た
。父
の
反
対
は
あ
り
ま
し
た

が
１
年
か
け
て
説
得
。な
ん
の
ヒッ
ト
も
な
い
グ
ル
ー
プ
で
不
安
で

し
た
が
、ビ
ー
ト
ル
ズ
や
ロ
ー
リ
ン
グ・ス
ト
ー
ン
ズ
が
世
界
的
な
ス

タ
ー
に
な
っ
た
お
か
げ
で
、日
本
に
も
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ・ブ
ー
ム

が
起
こ
り
、ス
パ
イ
ダ
ー
ス
も
少
し
ず
つ
人
気
が
出
て
き
て
、そ
の

う
ち
溜
ま
って
い
た
ガ
ス
に
引
火
す
る
よ
う
な
感
じ
で
人
気
が
爆

発
し
た
ん
で
す
。そ
の
人
気
が
永
遠
に
続
く
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、こ
の
世
界
に
50
年
も
お
世
話
に
な
って
い
ま
す
。

―
―
い
つ
も
第
一線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
秘
訣
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

堺　

初
め
て
見
た
人
が
す
ぐ
に
感
情
移
入
で
き
る
の
が
エン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。「
堺
が
や
って
い
る
番
組
は
楽
し

い
ね
」と
思
って
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
。で
す
か
ら
自
分
も
楽
し

め
る
よ
う
じ
ゃ
な
い
と
イ
ケ
ま
せ
ん
ね
。ま
た
、ひ
っ
こ
み
が
ち
に

な
る
と「
あ
いつ
最
近
見
な
い
な
」と
思
わ
れ
て
し
ま
う
。だ
か
ら

出
演
機
会
が
あ
っ
た
ら
自
分
の
芸
を
電
波
に
乗
せ
て
、1
メ
ー
ト

ル
で
も
遠
く
に
飛
ば
す
よ
う
に
頑
張
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
ん
で

す
。多
く
の
ニュー
ス
を
見
て
情
報
を
仕
入
れ
て
、今
の
時
代
を
感

じ
て
い
な
い
と
ダ
メ
で
す
ね
。そ
れ
を
自
分
な
り
に
表
現
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。だ
か
ら
、オ
ン・オ
フ
も
含
め
て
自
分
の
時
間
を

1946年東京都世田谷区生まれ。父は一世を風靡した喜劇俳優の
堺駿二 。5歳の時に子役デビュー。1962年にザ・スパイダースに加
入。ボーカルを担当し、『夕陽が泣いている』などをヒットさせる。1970
年のバンド解散後はソロで歌手活動、コメディアン、俳優、司会と多
方面に活動の場を広げる。イタリアのクラシックカーイベント、「ミッレ
ミリア」や、その日本版である「ラ フェスタ ミッレミリア」に90年以来
20回以上出場している。現在『チューボーですよ！ （TBS系）』『世界
一受けたい授業（日本テレビ系）』などで活躍。

日本テレビ系　毎週土曜　午後７：５６～８：５４放送
「世界一受けたい授業」
各界のスペシャリストが目からウロコな授業を展開する
新型アカデミック・バラエティ！ 

戦
後
の
東
京
山
の
手
の
世
田
谷
、役
者
の
お
父
様
の
仕
事
場
の
撮
影
所
に
近
い
鎌
倉
、

そ
し
て
大
都
市
と
な
っ
て
い
く
勢
い
に
あ
ふ
れ
て
い
た
東
京
を
歩
い
て
こ
ら
れ
た
堺
さ
ん
。

「
ど
う
自
分
の
時
間
を
過
ご
す
か
が
大
切
」と
お
っ
し
ゃ
る
堺
さ
ん
に
人
生
の
歩
き
方
を
伺
い
ま
し
た
。

街
を
歩
く
、季
節
を
歩
く
、心
を
歩
く
。堺正章　さかい・まさあき

Interview散
歩
の
時
間

―
―
堺
さ
ん
は
イ
タ
リ
ア
車
の
公
道
自
動
車
レ
ー
スへの
参
加
で

も
有
名
で
す
が
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
も
つ
な
が
り
が
あ
り
そ
う
で

す
ね
？

堺 

「
ミ
ッ
レ
ミ
リ
ア
」と
い
う
の
は
1
9
7
7
年
に
復
活
し
た
イ

タ
リ
ア
の
伝
説
的
な
公
道
自
動
車
レ
ー
ス
で
す
が
、仕
事
で
行
っ

た
ミ
ッ
レ
ミ
リ
ア
の
会
場
で「
何
だ
こ
れ
は
？
大
人
が
こ
ん
な
に

楽
し
ん
で
い
る
」と
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョッ
ク
を
受
け
た
ん
で
す
。そ

れ
ま
で
は「
ク
ル
マ
は
乗
れ
れ
ば
い
い
や
」と
思
っ
て
い
た
僕
で
す

が
、次
の
年
に
は
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
で
出
場
し
て
い
ま
し
た
。90
年

か
ら
ほ
ぼ
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
が
、仕
事
は一切
忘
れ
て
没
頭

し
ち
ゃ
い
ま
す
。こ
れ
は
良
い
で
す
よ
。イ
タ
リ
ア
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
に
乗
って
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
と
い
う
よ
り
も
走
る
こ
と
を
愉

し
む
、散
歩
の
よ
う
な
レ
ー
ス
で
す
。ま
た
ク
ルマ
を
通
じ
て
人
と

出
会
え
る
と
い
う
の
が
素
敵
な
ん
で
す
。
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TR東京都道路整備保全公社では、普段見ることのできない、道路に関連した工事現場や施設の見学、道路に親しんでいただくための
様 な々道路見学ツアーを実施しています。平成24年1月31日（火）、2月15日（水）、3月6日（火）の3日間、高倍率の中から抽選で選ばれた皆さ
んが参加して、道路見学ツアーを開催しました。

善福寺川の取水施設入口で受付開始。

りんかい線品川
シーサイド駅で
受付。

東京都第二建設事務所の
長尾さんから、スライドや
DVDを交えて首都高速中
央環状線の概要とこれから
見学する工事現場について
説明をしていただきました。

シールドマシンの構造がわかる
模型は、参加者に人気でした！

トンネル内に設置され
た独立避難通路。

十分に注意して工事現場へ移動。 15人乗りのエレベーターで約30メート
ルを一気に下り工事現場へ。

参加された皆さんはシールドマシンで掘ったト
ンネルを歩くという貴重な体験ができました。

完成前の道路を歩くと
いうまたとない機会に
皆さん大満足でした。

京浜運河を歩いて渡り、東
京都第二建設事務所の品
川線建設事務所 大井工事
事務所へ移動。

虎ノ門駅1番出口で受付後、再開発現場事務所へ移動。

図面を見ながらの
補足説明に、参加
者は熱心に聞き
入っていました。

地上に戻って記念撮影
をして見学終了！

環状二号線の地下ト
ンネル部の広報セン
ターで、地下道路につ
いての説明を受けて
見学へ。

地下トンネルへ
入る前にもう一
度補足説明を
受けました。

再開発現場事務所のベランダ
から見た再開発ビル。高くそ
びえるクレーンはスカイツリー
の現場で使っていたもの。

東京都の担当者から、再開発事業の概要と見学する現場に
ついて説明を受けました。

完成後には片側が2
車線の車道となるトン
ネルを歩いて奥へ進
む。第一京浜の真下ま
での工事が完成して
いました。

現場を間近に見ながらの補足
説明もあり事業の全容が見え
てきたようです。

この再開発事業では立体道路制
度を活用して、平成25年度の完
成を目指し道路の上下に建物を
建築中。建物の高さは、247メー
トルとなり、都内で2番目の高さ
になる予定です。

中央監視室では、実際の映像を見ながら、川の水
位を監視している様子、川の氾濫を防ぐ大切な仕
組みを見ることができました。

東京都の担当者から施設全体の説明を受け
ました。

調節池との間をつな
ぐ扉は、水の浸入を
防ぐため二重になっ
ていてまるで潜水艦
のハッチのよう！

パネルには水位情報やゲートの状況が
リアルタイムで表示されています。

狭くて急な階段を降りて地下約
43メートルの調節池へ。空気が
少しずつひんやりとしてきます。

模型室で調節池に川の水を引
き込む仕組みや川の氾濫を防
ぐ様子を見学。

集中豪雨の際などに神田川流域の水を地下にため、周辺地域を洪水から守る役割を果たす目
的で造られた環状七号線地下調節池を見学しました。

環状二号線新橋・虎ノ門地区は、地上247メー トルとなる超高層ビルを建設する再開発事業
や立体道路制度などを活用して計画幅員40m の道路整備が進められています。今回のツ
アーでは、再開発事業工事現場とトンネル道路 となる本線部の現状を中心に見学しました。

平成25年度末の完成を目指して工事が進められている首都高速中央環状品川線の大井北立
坑を見学しました。

TR東京都道路整備保全公社主催

道路見学ツアーを実施！
「道路下の巨大空間「環七地下調節池」見学ツアー」

■平成24年1月31日（火）
「首都高速中央環状品川線工事現場見学ツアー」

■平成24年3月6日（火）

トンネルを抜けると広々とし見晴らしの良い空
間が出現！

中央環状線の全容がわ
かる模型を使い、ポイン
トごとの説明が。その場
で質問する熱心な参加
者も多かったです。

私どもが主催する道路見学ツアーは、回を追う
ごとに参加を希望される人数が増えてきてお
ります。ただ、参加していただく人数が限られ
ておりますので、私どもとしてもより多く皆さ
んのご希望に添えるように、様々な見学ツアー
の企画を検討しております。これからもこのよ
うな見学ツアーが参加される皆さんにとって、
道路や施設の維持管理の必要性などを知って
いただく貴重な場となり、機会となることを期
待しております。

（公財）東京都道路整備保全公社
原 和生公益事業課長

参加された皆さん、お疲れ     さまでした！参加者の声

「完成前のトンネルに入り、歩くことができ感激して
ます。以前に大橋ジャンクションを見学したことがあ
りましたので、今回このツアーに参加できたことで、
中央環状線の全容がわかってイメージがつながりま
した。これができると渋滞もかなり緩和されるという
ことですので、それにも期待したいです」と二人で参
加された山崎さん。

「シールドマシンのことや専門的な話をかみ砕いて
説明していただき、とてもわかりやすかったです。今
回は高い所から低い所まで、実際に自分の足で歩い
て、見ることができたので、有意義な時間を過ごすこ
とができました。完成した時にまた歩かせていただ
けるような見学ツアーをぜひ実施していただきたい
と思っています」と参加された迫田さん。

「環七の地下に巨大な施設があることを知りませんで
した。事前の説明で見せていただいた写真よりも実
際に入ってみると、どのような規模感なのかを肌で感
じることができて、とてもいい経験をさせてもらいま
した。とにかくトンネルやコンクリート好きなので、今
日のツアーは本当に楽しかったです」と二人で参加さ
れた坂野さんと丸山さん。

「二人とも文系なんですが、街づくりや都市計画、道路
も好きで、今回のツアーに参加しました。実際に工事
に携わっている方から話を聞き、法令に基づいて様々
なことが計画されている、完成までのプロセスを知る
ことができたのも良かったです。これからどういう風
に進化していくのかにも興味があります」と二人で参
加された戸口さんと木明さん。

「去年の3月の震災以来、自然災害についての意識が
高まっていましたので、都の広報を見てすぐに応募し
ました。環七の地下にこんな大空間の施設があること
すら知らなかったので、本当に驚きました。説明を伺っ
てから現場に来ましたので、とてもよくわかりました。
今日参加することができてすごく良かったです」と二
人で参加された前田さんと中尾さん。

「土木関係の学部で今は就職活動中です。授業で話を
聞いているだけでは想像がつかなかったことを、実際
に今回のツアーのような現場見学を通して、学んで来
たことと見たものが一致する部分があってとても参考
になりました。普段は見ることができない場所で様々
なことを見ることができて、とても貴重な経験になりま
した」と二人で参加された多賀谷さんと中桐さん。

1月31日に
参加

2月15日に
参加

2月15日に
参加

3月6日に
参加

3月6日に
参加

1月31日に
参加

「学生向け！ 環状二号線・再開　 発事業工事現場見学ツアー」
    ■平成24年　  2月15日（水）

環七地下に広が
る調節池の不思
議な空間にビック
リ。記念撮影をす
る参加者も！

壁面に書かれた記号は補修の箇所を
示すマークとか。

巨大なトンネルは、
全長4.5キロにもなるそう！

都営浅草線のトンネルが
2メートル下に！

再開発事業工事現場見学

環状二号線工事現場見学

Lecture

大井北立坑 いよいよ地下トンネルへ

安全のために欠かせない
ヘルメット&軍手を装備




